
ミュージアムを支える人々 People supporting the museum

ふじのくに地球環境史ミュージアムは、県の事務職員や研究員以外にも多くの
関係者によって運営されています。
このコーナーでは、インタビューを通じてミュージアムを支える人々の仕事や、
その素顔を紹介していきます。

● 1985年東京都狛江市生まれ、八王
子市育ち｡

★ 1990年和歌山県海南市生まれ｡
ＮＰＯ法人静岡県自然史博物館
ネットワーク事務局員として研究、
教育普及活動、標本作製や展示活動
を行っている。二人は2017年秋に結
婚した。

NPO法人静岡県自然史博物館
　　　　　ネットワーク

Q1　お二人の専門分野についてお聞かせください。

●　静岡県内を中心に両生類、哺乳類、ヒル類の調査を行っています。両生類は、サンショウウオ類の分布
調査を主に行っています。哺乳類は、ネズミやモグラの仲間を中心に骨格形態について調べています。ヒ
ル類は、両生類や哺乳類に寄生する種を中心に調べ、報告しています。現在は、野生動物の調査員として、
静岡県自然環境保護調査委員哺乳類部会員・両生爬虫類部会員、愛知県西尾市市史編纂の哺乳類調査員の
ほか、国立大学法人静岡大学大学教育研究センター特任助教に就いています。
★　専門は、哺乳類や爬虫類に寄生するダニ類です。特に、まだ日本国内でほとんど研究されていない分類
群に注目し、採集記録を蓄積しつつ、種の同定を試みています。この研究を続けていると、ある種のダニ
のくらしや、その宿主動物自体のくらしを知るヒントが得られるので、膨大なパズルのピースを埋めてい
くようで楽しいです。ちなみに、４月からは、念願の和歌山県立自然博物館の鳥類・哺乳類担当学芸員と
して勤めることになりました。

Q2　ミュージアムで活動された中で、印象深かった出来事は何ですか。

●　駿河ほねほね団と共に行った「サンマの頭骨標本作製」、「アメリカザリガニの標本作製」、「動物の足跡
標本作製」の講座と、公共施設向けに行った「ミニ博物館」は、準備や実施にあたり苦労しましたが、多
くの参加者に喜んでいただくことができ、よかったと思っています。
★　１階の講座室Bで、ミュージアムの依頼を受けて、干支展や野鳥展、危険生物展など小規模な展示をし
てきました。限られた空間の中で、テーマに沿って展示物を作り、来館者が楽しめるような面白みを持た
せるのは、なかなか難しいことでした。しかし、アンケート結果では、予想以上に良い反応のコメントが
多く、工夫し悩んだ分だけ報われるような思いでした。中には、こうしたらもっと良くなるという、あり
がたいコメントもありました。このように、来館者の声を聞き、どうすれば実現に近づけるかを模索して
いくことが、今後のより良い展示づくりにつながるのだと感じました。

Q3　これまで携わった展示物や資料の中で、オススメのものはありますか。

●　展示室８のキクガシラコウモリやウシガエルは、今から約10年前の学生時代に作った標本です。アンコ
ウやコイ、シントウトガリネズミの骨格は、ミュージアムが開館する少し前に作りました。どれも思い入
れのある標本です。

★　「ミニ博物館」という公共施設向けの貸し出し展示セットです。中でも、甲虫類、セミ類、貝類、甲殻
類シリーズは、主担当として作製してきたので、思い入れが深いです。もちろん、当NPOの先生方に知
恵を貸していただいた上で完成したものですが、自宅に持ち帰りたいほど気に入っています。

二人三脚で、様々なテーマに挑戦し続ける佐々木さんご夫妻。歩さんの新天地でのますますのご活
躍と、彰央さんのNPOでの一層のご活躍を、お祈り申し上げます。
　　　　 平成30年４月に着任する植物担当の研究員、早川宗志さんを紹介します。
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★佐々木 歩

　ふじのくに地球環境史ミュージアムの前身である県立静岡南高校が開校したのは、昭和58年。第二次ベビーブーム世代が高校生
になった時、生徒の受け皿が不足するということで急ぎ建設されたこの校舎は、風致地区である有度山西端の山林や果樹園を開発
して整備されました。高校の敷地内には、自然景観の保全のため樹木や植栽帯が植えられ、春には桜を楽しむことができるように
なりました。
　私が初めてこの地に来て、６年目の桜がまもなく満開を迎えます。１年目の桜は最後の静岡南高卒業生を送り出し、２年目の桜は、
高校から博物館への大規模改修工事を見守り、３年目の桜は年度末の開館に向けて着任したミュージアムの職員と研究員を迎えて
くれました。４年目の桜は開館直後のミュージアムを紹介するＳＮＳを彩り、５年目には再整備された自然観察路の展望台から桜
色に染まるミュージアムを眺められるようになりました。かくのごとく３月・４月という季節だけを切り取っても、ミュージアム
はそこに関わる人々の営みにより、日々進化（深化）を続けています。
　このたびの定期異動により、５年間関わったミュージアムを離れることになりました。ここで共に励んだ仲間と離れることは、
率直に言って寂しいです。しかし、教員と生徒が去り無人となった廃校舎が、世界から評価されるミュージアムに進化を遂げた、
このカンブリア大爆発のような激動の５年間に立ち会えたことを、誇りに思います。

６年目の桜とともにミュージアムの更なる進化を願って
企画総務課　山下　浩平
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高校からミュージアムへ引き継がれたサクラの木め ぐ


